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はしがき
　「木原記念こども科学賞」は今回で第 28 回を迎えましたが、昨年度からは、これ
までの市や県の教育委員会、横浜市立大学木原生物学研究所に加え、地域の企業、
金融機関、生命科学に関わるベンチャー・中小企業・大手企業・研究機関、個人の
研究者などの皆様から幅広くご寄附やご協力をいただき、この賞の充実と認知度の
向上等を図っております。
　財団の生みの親である木原均先生の願いは、昨秋横浜文化賞を受賞なさった財団
評議員の木原ゆり子氏（横浜市立大学舞岡キャンパス内木原記念室名誉室長）の“人々
に日常の中でふと見つけた不思議から科学する楽しさを知ってもらえるよう、魅力
を発信したい”とのお言葉に凝縮されているように思われます。そして、“科学する
楽しさを知る”ことをベースとして未来の科学者が育つことを希求致しますが、そ
れとともに、別の道に進む多くのこども達にとっても、この事業に参加することを
“きっかけ”として、将来“科学する目”を持つ多くの市民・県民に育つことへの貢
献を目指す「知識普及事業」の一環で、本こども科学賞があります。換言致しますと、
高度情報化社会に浴する全ての現代人にとって、情報の真偽を見抜く力や更にはサ
イエンスリテラシーの醸成に微力ながら資することを財団は目指しております。
　年度当初、コロナ禍の中での本事業の実施の是非を憂慮しましたが、関係各位か
らのご賛同とお力添えを頂いた結果、お陰様で今年も多くのこども達から、生き物
への愛情があふれた作品の応募がありました。まず、木原先生の精神に基づき、応
募作品を厳正に審査して頂きました選考委員の先生方のご労苦に感謝申し上げます。
また、全ての応募者、子どもたちをお導きくださった学校あるいは家族の皆様方、
そして、ご後援くださった全ての関係諸団体の皆様方に、ここに心より感謝申し上
げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　  ２０２０年１２月
  　　　　　　　　　　　　　　　　　選考委員会委員長

公益財団法人木原記念横浜生命科学振興財団
常務理事　　鈴木　榮一郎

木原　均博士について
　木原　均博士（1893～ 1986）は、東京に生まれ、麻布学園を経て北海道大学を卒業、京都大
学教授、国立遺伝学研究所長などを歴任されました。この間、コムギのふるさとを求めて学術探索に出
かけ、パンコムギの祖先を発見し、タネナシスイカを作るなど、植物遺伝学の分野で多くの業績を挙げら
れました。特にコムギの遺伝学では、「コムギ博士」として国際的に高く評価され、1948 年には文化勲
章を受章。また、日本のスキー界の草分けでもあり、冬季オリンピックの選手団長を２度つとめるなど、「スポー
ツ博士」として活躍されました。1955 年、博士は（財）木原生物学研究所を京都から横浜（南区六ッ
川）へ移し、亡くなるまで研究活動を続けられました。旧研究所跡は、現在、「横浜市こども植物園」となっ
て市民に親しまれています。晩年は、日常生活の中のふとした疑問を確かめ、観察する「小さい実験」
を楽しまれました。
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「ニホンカナヘビとニホンヤモリのちがいのかんさつ」
開成町立開成南小学校　２年

吉田　遥貴

「あさがおはとけいのかわりになるのかな？」
横浜市立港南台第一小学校　１年

吉村　優希



小学校低学年の部

受賞者一覧

最優秀賞（１作品）

優秀賞（３作品）

題　名

題　名

名　前

名　前

学　校

学　校

学　年 挿入写真
・絵

挿入写真
・絵

挿入写真
・絵

挿入写真
・絵

学　年

どうしたらかいわれ大根が
おいしくなるかな？

アメリカザリガニのふしぎ
大けんきゅう
アリのかんさつ日記
～女王アリのひみつハウス～

オレンジ色のテントウムシ
～赤になるのか、ならないのか⁉～

高木　七生

小野　拓音

宮本　珠来

渡辺　相介

横浜市立
上寺尾小学校

横浜市立
小菅ケ谷小学校

横浜市立
並木第一小学校

横浜市立
緑園東小学校

３年 表紙

２年 P.12

２年 P.13

努力賞（５作品）
題　名 名　前 学　校 学　年

ばあばがきったゴーヤ

ニホンカナヘビとニホンヤ
モリのちがいのかんさつ

花ふんの色

タンポポの葉のきょしのあ
りなしを決めるのには何が
かんけいするのか

アリはどんなたべものが
すきか

山家　沙羅

吉田　遥貴

津田　莉佐

小室　孝介

森山　壮太

相模原市立
田名小学校

開成町立
開成南小学校

カリタス小学校

相模原市立
相原小学校

相模原市立
大野小学校

１年 P.53

２年 P.4

２年 P.50

３年 P.50

２年 P.50

３年 P.14

神奈川新聞社賞（１作品）
題　名 名　前 学　校 学　年

あさがおはとけいのかわり
になるのかな？ 吉村　優希 横浜市立

港南台第一小学校 １年 P.4
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作品を読んで  －小学校低学年の部－

横浜市立上大岡小学校教諭　岡田　洋平先生

　低学年の部に応募したみなさんが、大人になるまでに身に付けてほしい力
に「問題を解決する力」というものがあります。自分で問題を見つけ、先を
見通して解決していく力です。誰かに言われてから動くのではなく、自分か
ら進んで取り組むことがとても重要です。今回、応募作品の中には、自分で
問題を見つけ解決していく様子がわかる作品がいくつもありました。つまり、
みなさんには、「問題を解決する力」の基礎はできているのではないでしょう
か。
　これからはもっと、「問題を解決する力」を高めてほしいと思います。その
ために、これまで以上に、自然とかかわる時間を大事にしてほしいです。か
かわる時間が多いと、いろいろなことに興味をもち、小さな変化や気付きに
出合うと思います。そこから、「なぜ？」「どうして？」という疑問が解決し
たい問題となり、「調べてみたい！」という思いに変わります。最優秀賞「ど
うしたらかいわれ大根がおいしくなるかな？」は「妹のためにどうしたらカ
イワレダイコンがおいしく育つのか。」という疑問が調
べたいことにつながり、先を見通すことができたと思い
ます。「調べてみたい！」という思いを強くもつことが「問
題を解決する力」を高める第一歩になると思います。
　令和 2年度は、新型コロナウィルスの影響が大きな問
題となりました。これからは、誰も経験したことがない
問題と向き合っていくことになります。この社会を乗り
越えていくためには、みなさんの「問題を解決する力」
が必要です。ぜひ、これからも木原記念こども科学賞応
募を目標にしながら、「問題を解決する力」を高めてく
ださい。応援しています。



最優秀賞
どうしたらかいわれ大根がおいしく
なるかな？
横浜市立上寺尾小学校　３年　高木　七生
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優秀賞要約  －小学校低学年の部－
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アメリカザリガニのふしぎ大けんきゅう

横浜市立小菅ケ谷小学校　２年　小野　拓音

　学校のお友達が池でザリガニをつかまえた。そのザリガニを見て、自分も
飼ってみたいと思ったことがきっかけである。池で 2匹のアメリカザリガニ
をつかまえたところ、オスとメスだった。アメリカザリガニを飼育して、食
べ物、脱皮、繁殖などの特徴を明らかにしようと思った。この飼育・観察期
間は 5月 28 日から 8 月 16 日までおよそ 3ヶ月近くに及ぶものとなった。途
中でオスが脱走して 3m下に転落するというアクシデントもあった。
　観察からわかったことは、においが強い食べ物に飛びつく。中でも一番好
きな食べ物は脱皮した殻だった。体が小さい時には逃げることが多く、体が
大きくなると、敵を威嚇してたたかうようになる。自然にある石、砂、水草
などを利用して、とても簡単に巣を作る。かたい殻があるので 3m下に落ちて
も死なない。
　自然には危険がいっぱいあるが、ザリガニはかたい殻をもち、上手に巣を
作り、赤い体や威嚇行動で相手を驚かすことによって自然のピンチを乗り越
えていると思った。



優秀賞要約  －小学校低学年の部－
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アリのかんさつ日記～女王アリのひみつハウス～

横浜市立並木第一小学校　２年　宮本　珠来

　学校の休校中に家の下で 1匹のクロオオアリの女王アリを見つけた。この
アリに噛まれたものの、アリの巣作りを研究したかったので飼うことにした。
アリスという名前もつけた。
　飼育を通して、アリスは蛹と幼虫を守るために一生懸命になること、成長
の仕方はカブトムシと同じ、完全変態であることを学ぶ。カブトムシは生ま
れた時から一人ぼっちだが、アリの子どもたちはお母さんがそばに一緒にい
るので安心だと思った。
　羽化を観察して、羽化したばかりのアリはフラフラしていてあまり動かな
いことを発見する。また、羽化したアリを 1匹ずつ丁寧に観察していく中で、
1匹目、2匹目はたまごの世話係で、3匹目は働きアリだということを見つけた。
アリスの子どもたちの 1匹ずつに名前をつけるなど、愛情をかけて飼育し、
観察した。



優秀賞要約  －小学校低学年の部－
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オレンジ色のテントウムシ～赤になるのか、ならないのか⁉～

横浜市立緑園東小学校　３年　渡辺　相介

　4月 20 日にテントウムシをつかまえた。ナナホシテントウが 2匹（オスと
メス）、カメノコテントウが 2匹（オスとメス）だった。カップルでつかまえ
たので、すぐにたまごを 2回に分けて産んだ。そのたまごが孵化して成虫に
なるまでの過程を丁寧に観察した。幼虫（3～ 4匹）の大きさを毎日はかって
平均値を計算したり、羽化の様子をいろいろな角度から観察することができ
た。
　蛹になったナナホシテントウは 6匹いて、一番初めに羽化したナナホシテ
ントウは黄色からだんだんオレンジ色になり、黒い斑点が出てきた。最後に
は真っ赤になると思っていたがオレンジ色のままで真っ赤にはならなかった。
家の中で育てたので赤くならなかったのかもしれないと考え、残りの蛹 4匹
を暗い箱に 2匹、光の当たる所に 2匹入れて実験を行う。結果は羽化から 12
時間以上経っても成虫の色は全てオレンジ色だった。その後も光を当てた成
虫と家の中の成虫で観察を続けたが全て同じオレンジ色になった。この結果
から、ナナホシテントウの成虫の色は、さなぎの時から羽化した時に光にあ
たるかあたらないかは関係なく、親からの遺伝だということがわかった。
　また、テントウムシの餌であるアブラムシについても研究をして、近所で
アブラムシがとれる場所を探して地図にまとめた。（アブラムシマップ）



小学校高学年の部

受賞者一覧

最優秀賞（１作品）

優秀賞（１作品）
題　名 名　前 学　校 学　年

題　名 名　前 学　校 学　年

ニホンアマガエルのはん
しょく計画と飼育実験 2020 大角　健 伊勢原市立

成瀬小学校 ５年

カエルのかわいいエサの食べ
方のひみつと変色のしくみ 細谷　海來 相模原市立

相原小学校 ４年

努力賞（４作品）
題　名 名　前 学　校 学　年

葉脈の働きと葉っぱの成長

一番甘いミニトマトを探せ！
第２報

カナヘビたちとすごした夏

シジュウカラの子育ての
観さつ記ろく

平山　凛

神谷　友理

大矢　陽摩

諸富　柊一郎

相模原市立　　　　
　　　 清新小学校

聖ヨゼフ学園
小学校

横須賀市立
久里浜小学校

葉山町立
一色小学校

５年

５年

４年

４年

神奈川新聞社賞（１作品）
題　名 名　前 学　校 学　年

セミの幼虫の研究３～土の
中から羽化するまでの観察
と実験～

髙橋　颯汰郎 関東学院
六浦小学校 ４年

15

挿入写真
・絵

挿入写真
・絵

挿入写真
・絵

挿入写真
・絵

表紙

P.34

P.48

P.49

P.52

P.52

P.51
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作品を読んで  －小学校高学年の部－

横浜市立馬場小学校教諭　池田　真弓先生

　生きものへの気持ちがたくさん詰まった作品を、楽しく読ませていただい
ています。今年はいつも以上に丁寧に、時間をかけてまとめている作品がた
くさんありました。昨年までの研究をさらに深めたり広げたりしている作品、
身の回りの動植物を新たな視点で追究している作品など、読んでいてわくわ
くするものばかりでした。
　これらの素敵な作品の中で、今年の最優秀賞に輝いた「ニホンアマガエル
のはんしょく計画と飼育実験 2020」は、カエルへの愛情と、両生類が暮らす
環境を保護していきたいという気持ちが込められた作品でした。冷蔵庫で冬
眠させて大事に育てる所から始まり、オタマジャクシや子ガエルの成長と餌
や環境との関連について探っています。『両生類の環境を守るために、繁殖を
成功させたい！』という目標に向かって、研究や論を進めている点が高く評
価されました。
　優秀賞は「カエルのかわいいエサの食べ方のひみつと変色のしくみ」です。
餌の食べ方の特徴から、体のしくみを調べたり、体色が変わったことから、
環境と体色の関係について調べたりしています。生活の中で疑問に感じたこ
とを、自分なりの方法で調べることができました。実験していくうちに「こ
れでは結果が出ない」と気づくと、他の実験方法を考え、実践していく姿勢
がすばらしかったです。
　どちらの作品も、疑問や課題に向かって試行錯誤しながら解決していくこ
とで、また新たな疑問や問題点が出てきています。これは「自分が何を解決
したいのか」をしっかり持っていることの表れだと思います。他の作品にお
いても、時間をかけて実験や観察を行い、表やグラフ、写真を使いながらわ
かりやすくまとめられていました。全体的に、実験に用いた数が少なく、条
件による違いなのか、個体差なのか結果がはっきりしない所が多かったよう
に思います。実験方法をもう一度見直してみると、また違った結果や発見が
あるかもしれません。これからも、自然にたくさん触れ、作品と共に成長し
ていく皆さんの姿を楽しみにしています。



最優秀賞
ニホンアマガエルのはんしょく計画と
飼育実験 2020
伊勢原市立成瀬小学校　５年　大角　健
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優秀賞要約  －小学校高学年の部－
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カエルのかわいいエサの食べ方のひみつと変色のしくみ

相模原市立相原小学校　４年　細谷　海來

　友達から貰ったニホンアマガエル。エサを食べるときのしぐさがヤモリや
トカゲと違ったので詳しく観察してみようと思った。木の上にいるときの体
色は茶色で緑の葉の上にいるときは緑なので、他の色にも変色するかもしれ
ないと思い詳しく調べてみることにした。
　バッタやミルワームをエサとして与える中で、毎回目を閉じていることに
気付き、飲み込むことと関係があるのではないかと考えた。本で調べ、眼球
を利用してエサを飲み込んでいることを突き止めた。観察結果から、大きい
エサほど、首を上下に激しく動かして飲み込むことや歯がないカエルは手足
や眼球など全身を使ってエサを飲み込む技をもっていると考えた。
　体色の変化については、飼育ケースを色画用紙で包み、5 分後、10 分後、
20 分後、30 分後の経時変化を調べた。結果から体色変化はそれぞれの個体や
環境によって同じところや違うところがあることを発見した。
　初めてのニホンアマガエルの研究で、難しかったところもあったが、新鮮
な発見も多かった。これからもいろいろな生き物を観察していきたい。



中学校の部

受賞者一覧

最優秀賞（１作品）

優秀賞（２作品）
題　名 名　前 学　校 学　年

題　名 名　前 学　校 学　年

ハマダンゴムシの調査・
観察・実験

葉っぱから芽？～ハカラメの
自己複製の秘密に迫る‼～

地上・着生・水生シダの多
様性と適応力に迫る

永野　帆夏

臼井　野乃花

奥田　理央

横浜市立
岩崎中学校

横浜市立
平戸中学校

慶應義塾普通部

３年

３年

１年

神奈川新聞社賞（１作品）
題　名 名　前 学　校 学　年

キアゲハのエサを求めて 德安　諒音 日本大学藤沢
中学校 １年

努力賞（２作品）
題　名 名　前 学　校 学　年

新しい朝顔をつくる

魚の歯の形状と食性との
関係調査
～様々な魚の歯の標本を作
り調査研究し、分かったこ
とや考察のレポート～

邑上　慧

礒貝　琉可

南足柄市立
足柄台中学校

聖光学院中学校

３年

２年
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挿入写真
・絵

挿入写真
・絵

挿入写真
・絵

挿入写真
・絵

表紙

P.47

P.46

P.53

P.49

P.51
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作品を読んで  －中学校の部－

横浜市立岩崎中学校校長　稲葉　雅彦先生

　今年はコロナ禍で例年とは違い、外出をしてデータを集めたり、資料を探
しに図書館に行ったりとすることが大変難しい状況であったと思われます。
そのような状況の中でも、今年応募してくれた作品はどれも力作で例年に勝
るとも劣らない作品でした。
　最優秀賞は「ハマダンゴムシの調査・観察・実験」が受賞しましたが、こ
の作品は昨年度につぐ最優秀研究作品でした。継続研究による作品はどうし
ても継続して調べていくことで研究の目的や手法が重複したり似たようなも
のになったりしやすいのですが、きちんと研究テーマをとらえ発展をさせて
いたことが素晴らしかったと思います。さらには、１年目では解決できなかっ
た疑問やその年に生まれてきた新たな疑問への解を２年間・３年間継続して
調査研究にあたり、研究を積み上げていくことに重みを感じました。この作
品は３年間の集大成として、立派な作品となりました。
　優秀賞の「葉っぱから芽？　～ハカラメの自己複製の秘密に迫る！！～」
は研究に取組む姿勢が素晴らしく、素朴な疑問や「こうしたらどうなるのだ
ろうか」など、研究の掘り下げ方が素晴らしい研究であったと感じました。
　同じく優秀賞の「地上・着生・水生シダの多様性と適応力に迫る」は、シ
ダ植物が環境により自らを適応させていく適応力までを考察していたことに
驚きました。１年生の作品とは思えない、科学的な根拠に基づいた考察でした。
　その他の作品についても研究に正面から取り組み、レポートにきちんと整
理され仕上げていました。今回特に感心したのは研究に向き合う皆さんの姿
勢です。思うような結果が出なくともあきらめず継続していく熱意や地道に
努力を重ねていく姿勢がどの作品に関しても感じ取ることができました。今
後も研究に対する熱意と科学を探求する姿勢、科学的な疑問の目を持って様々
な実験観察にチャレンジをしていってください。



最優秀賞
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ハマダンゴムシの調査・観察・実験
横浜市立岩崎中学校　３年　永野　帆夏
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優秀賞要約  －中学校の部－
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葉っぱから芽？～ハカラメの自己複製の秘密に迫る‼～

横浜市立平戸中学校　３年　臼井　野乃花

　葉の淵のくびれた部分から新しい芽が出て無性生殖をするベンケイソウ科
のハカラメについて、くびれた部分を切り取り、新しい芽が出るか実験し、
くびれた部分を含む部分からは新しい芽が出たが、くびれた部分を含まない
部分からは、新しい芽が出なかったことを確認した。また切り取った部分の
面積が大きいほど、芽は大きく、根は長くなった。次に、くびれた部分を含
む部分が移植できるかを実験したが、移植はできなかった。
　ハカラメは 20℃以下で新しい芽が出ないことを冷蔵庫内で実験確認し、そ
の後、葉を冷蔵庫から取り出し常温に戻すと、新しい芽が出ることを確認した。
また、新しい芽が出ることへの光の関与について実験したが、関与は確認で
きなかった。
　その他、ハカラメが双子葉植物であることを、維管束の顕微鏡観察の様子
から確認し、ハカラメの葉からDNA抽出も行なった。また、ハカラメが新し
い芽を出すのを促進する薬品を実験で検討し、食塩水、石鹸水、トマトトー
ン水などではその効果が確認できなかった。



優秀賞要約  －中学校の部－
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地上・着生・水生シダの多様性と適応力に迫る

慶應義塾普通部　１年　奥田　理央

　様々なシダの観察から、水生のシダが葉を閉じることに着目し、扇風機を
使い線香を葉に当て、葉を閉じることを実験確認した。また、オジギソウの
葉の開閉を参考に、葉のどの部分の膨張が、葉が閉じることに関係している
かを顕微鏡観察し、付け根の部分の空洞が関係しているようだと考察した。
続いて水面に葉が浮くときの条件を確認し、水位 6cm以上で浮葉が観察され、
水位 8cm以上になると多くの浮葉の観察ができた。
　浮葉を地上で育て、浮葉の特徴の維持について観察し、6日目に枯れてしま
うまで、その特徴である夜に葉を閉じない維持が確認できた。逆に地上葉が
浮葉になった場合の特徴の維持を観察したが、２日ほどで夜に葉を閉じなく
なり維持は観察できなかった。
　最後に、浮葉を上下逆さに沈めて、茎の長さで元に戻る時間を比較し、茎
が短いものほど短時間であることを確認した。元に戻る条件に光合成の関与
を考え、暗条件で実験したが、小さい葉はすべて元に戻り、関与は観察でき
なかった。



48

「カナヘビたちとすごした夏」
横須賀市立久里浜小学校　４年

大矢　陽摩
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「新しい朝顔をつくる」
南足柄市立足柄台中学校　３年

邑上　慧

「シジュウカラの子育ての観さつ記ろく」
葉山町立一色小学校　４年

諸富　柊一郎
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「タンポポの葉のきょしのありなしを決めるのには
何がかんけいするのか」

相模原市立相原小学校　３年
小室　孝介

「アリはどんなたべものがすきか」
相模原市立大野小学校　２年

森山　壮太

「花ふんの色」
カリタス小学校　２年

津田　莉佐
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「セミの幼虫の研究３～土の中から羽化するまでの観察と実験～」
関東学院六浦小学校　４年

髙橋　颯汰郎

「キアゲハのエサを求めて」
日本大学藤沢中学校　１年

德安　諒音
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「葉脈の働きと葉っぱの成長」
相模原市立清新小学校　５年

平山　凛

「一番甘いミニトマトを探せ！第２報」
聖ヨゼフ学園小学校　５年

神谷　友理
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「魚の歯の形状と食性との関係調査～様々な魚の歯の標本
を作り調査研究し、分かったことや考察のレポート～」

聖光学院中学校　２年
礒貝　琉可

「ばあばがきったゴーヤ」
相模原市立田名小学校　１年

山家　沙羅
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【横浜市立】

【相模原市立】

【三浦市立】
【平塚市立】

【座間市立】
【藤沢市立】
【川崎市立】
【小田原市立】
【厚木市立】
【大磯町立】
【開成町立】

個人応募（２４）

第２8回木原記念こども科学賞   　応募校一覧

学校応募（４０）
【私立】

【横浜市立】

【相模原市立】

【伊勢原市立】
【秦野市立】
【横須賀市立】

【南足柄市立】
【葉山町立】
【私立】
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第２８回木原記念こども科学賞
選考委員会委員名簿

（順不同・敬称略）

横浜市立馬場小学校　          教諭                      池田 真弓

横浜市立西が岡小学校　       教諭                      武田 陽

横浜市立永野小学校　          教諭                      三瓶 聡之

横浜市立上大岡小学校　       教諭                      岡田 洋平

横浜市立岩崎中学校　          校長                      稲葉 雅彦

浅野中学・高等学校　          教諭                      吉澤 久光

関東学院小学校　　　          教諭                      高戸 愛香

公立大学法人横浜市立大学木原生物学研究所 所長    木下 哲

横浜市環境創造局　           担当係長              木下 涼

木原記念横浜生命科学振興財団　常務理事      鈴木 榮一郎
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